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こんな研究を

しています 

1. 最適経験（optimal experience）といわれるフロー経験（flow experience）と精神 

的健康・Well-being の関係について。 

2. 教育プロセスにおけるフロー経験と最適発達の関係について。 

3. 異なる文化で育った人々はフローを同じように経験するのだろうか。 

4. 生理学的指標でフロー経験をどう測定するか、できるのか。 

こんな成果を

挙げています 
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ほかに、こん

なジャンルに

関心をもって

います 

文化と心の働きに関する研究。例えば、異なる文化で育った人々は、同じ場面で同じよ

うな心の働き方や経験をするだろうか。また、学校教育は文化の担い手としての子ども

たちにどのようなことを期待し、そのような教育プロセスの中で、子どもたちはどのよ

うな心の働き方を身につけていくのか、といったことに興味を持っています。 

こんな授業を

行なっていま

す 

「異文化社会論 IIA/B」：文化心理学の立場から心の働きと文化の関連について学ぶと

ともに、異文化社会／多文化社会における適応とはどういうことかを考えていきます。

また、受講者が自分自身の異文化体験に対する考察を深めていくための一助となるよう

な授業になればと考えています。 

学会や社会で

こんな活動を

しています 

所属学会：日本心理学会、International Positive Psychology Association、European Network 

for Positive Psychology。 フロー理論への関心の高まりから、教育、産業、ビジネスとい

った分野での講演の機会が増えています。また、小・中学校の学校研究のサポート、企

業内のメンタルヘルス・モニタリング・システムの構築、フロー理論を用いた起業家教

育プログラムの検証、脳波・心拍数などの生理学的指標を用いたフロー経験の特定とい

った、さまざまな方面の研究に携わっています。大手自動車会社との間で、人生を豊か

にする自動車、自動車社会の構築を目指した共同研究の可能性を模索中です。 

 


